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6. 物部連系系譜形成過程試論

以上， r天孫本紀」に記される物部連系譜のうち，主に

伊香色雄命以前，及び伊菖弗以降の石上麻侶関係を含む

目・飽鹿火を中心とした系譜を復元するとともに，伊菖

弗までの十市根命(糊漣)系と武諸隅〈尾P雌)系との関

係の検討を通じて両系と各段階の王統譜とで、は「天皇記J

とが最も対応することを指摘し，麻侶の系統が今木連で

本来尾弼車系であり，物部連系譜に尾弼車系人名が見え

ることは麻侶の系統が物部連系になったこととの関わり

が考えられることを述べたが，復元に当たっては重要な

問題が残されている。それは穂積臣系譜と物部連系譜と

を区別せずその合体 ・一系化を考慮していないことであ

る。麻侶系の尾拐事系譜での位置及ひ物部連系譜での系

譜の変遷とともに，穂積臣 ・物部連両系譜の合体 ・一系

化を勘案しながら改めて各段階の王統譜との関係で物部

連系系譜の形成過程の概略を検討することにしたい。

6. 1穂積臣系人名

穂積臣 ・物部連両系譜の合体 ・一系化は，ま館に先立

っとすすしば，その段階までは物部連系では穂積臣が最有

力氏とみられる (5.3)ので，穂積臣の主導で行われたと

しなければならない。(継体紀j以降の人名を含め，穂積

臣系人名が物部連系譜に，少なくとも 「天孫本紀Jに先

立つ系譜では，嫡流等重要なものとして位置付けられて

いて然るべきである。系諾形成過程の検討に当たり，先

ず鴇積臣系人名を見ておく必要がある。「色雄Jf色謎J

五人名と大水口宿禰命の他，石弓若子(本来は石弓)及び金

弓・今木金弓若子(本来は同一人)が穂積臣系であることは

述べた (5.3)。また，r天孫本紀Jに出雲醜大臣命の子と

ある大木食命 ・六見宿禰命 ・三見宿繭命，出雲卸愉の

子 ・孫として系譜が復元できることから大咋布命と印岐

美 ・建新川命も挙げ得るが，その他についてである。
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「孝徳品白の咋は，直接該当する人名は系譜に見えな

いが，臓咋宿禰は咋に 「イ O紛j を冠した如き人名であ

る。脚乍宿禰の弟に，穂積臣とは元より，今木連とも関

係せず田井連 ・佐比連の祖となっているが，石弓の子と

して系譜が復元できる金弓と同名のものが位置付けられ

ていることは，臓咋宿禰と咋との閥系，即ち脚YF宿禰が

咋を基に造作されたものであること，咋が金弓の関係者

であることを示すとともに，石弓と磐弓とが同一人名の

異表記であることの証左でもある。臓咋宿禰の系譜への

登場は孝徳朝前犠、と しなければならな川五十琴も，人

名形式の共通f生から，脚 乍宿禰と同時期の造作と考えら

れなくもないが，咋が実在の人名であるのに対し，琴は

祭杷に関わるものであるから，逆に既に柄主した 「イー

コトj に合わせて「イークヒ」 が造作されたとみる方が

良いと思う。五十琴は，勝咋宿禰が共通する人名形式を

採ったもので、あることからして，穂積臣系とみられる。

昨陸体細の押山も直樹古びっく人名は見えなし、こ

のことについては，イ羽 目・加羅閥系での新党的記述が百

足 ・五百枝が近江方で、あったことと関わるとみられる

(5.3)ことと軌をーにするものの如くではある。しかし，

磐弓と咋が物部連系譜に残されていることからすれば，

百足・五百枝以外で押山のみ排除された理由が問われる。

押山は，継体朝ということでは偉鹿火と，像鹿火関係の

復元系譜を通じては木蓮子及ひ荒山とも同世代になる。

但し荒山は，子尾輿が欽明朝で対車とされていることか

らして，本来は， r天孫本紀jが宣化朝で大連としている

ことと通じ，宣化(・安闘の世代で能鹿火 ・木蓮子の一

世代下とすることが可能である。押山も，任那 ・加羅問

題で協同したとし、う大伴金村が初めて現われるのは安

閑・宣化両后の兄弟武烈に関わってで、あり， W，伴氏系図』

では金村はま榔朝の大連室屋の孫であるから，実際は安

閑・宜化の世代となし得る。このことからすれば，押山

は磐弓と同世代になり，両者は兄弟ということも考え得

る。また，欽明は宣化の弟とはいえ実質的には宣化の子

の世代であることから，押山は磐弓の父の世代にもなり

得るのであり，この場合，押山は偉鹿火の子で磐弓の父

という位置が想定され得る。咋は，金弓と関係し「孝徳、
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紀Jに現われることからす寸Uま，金弓の兄弟より子とい

う位置の方が相応しし、従って，穂積臣の系譜として，a 

住鹿火一磐弓〔・押山〕一金弓一咋， b偉鹿火一押

山一磐弓一金弓ー咋，両様が考えられるというこ

とになる。1断本と対応する愈鹿火を基点として天皇等と

世代を対応させれば， aでは，磐弓 ・押山一宣化，金弓

ー欽明，咋一敏達等， bでは，押山一宣化，磐弓ー欽明，

金弓一敏達等，咋一彦人 ・厩戸，となり，少なくとも咋

に関しては，世代的には， a' b何れも問題があるように

見える。しかし，蘇我臣の天皇等との世代対応も，稲田

の欽明妃の父という位置を基点とす寸u式稲田一安閑 ・

宣化，馬子一欽明，蝦夷一敏達等，入鹿一彦人 ・厩戸，

となるが，蝦夷は野明~皇極段階の大臣であるから， b 

の場合は問題はないと言える。石弓若子が鑑鹿火の子と

されているのは，押山の捌徐または位置付け変更の結果

ではなかろう 7J"c， 金弓は昨.~には見えないが一一ある

いは f推古紀Jの新経征討の副将箪穂積匡は金弓かもしれない 一一 ，

磐弓が物部連系譜に明記され，咋は，そのものではない

にせよ，踏咋宿1禰として架上されたものが残っているこ

Mもすれば，押山が，その加羅関係での大きな役割か

らして，系譜ーから排除されたのみとは恩われない。

注目したいのは荒山である。荒山は，愈鹿火の子の世

代が相応しし、が，住鹿火の子という位置が想定される押

山とは fアラj と「オシJとを異にする人名であり，住

鹿火と押甲の相異と共通する。押甲が能鹿火から分立さ

れたとなし得ることと同様，押山からの荒山の分立が考

えられないであろうヵ、目一荒山一尾輿という系譜

は罵古一麻侶系を嫡流とするためのものである(5.めが，

目が伊菖弗の子として架上される前に， r天孫J本紀j の

荒山一尾輿と類似する系譜が存在したことを想定す

るのが順当であろう。尾輿は押山の子に位置付けられて

いたのではなかろうか』然らば，磐弓 ・尾輿・麻伊古が

飽鹿火の孫で押山の子とされる系譜を想定し4尋る。磐弓

系カミ穂積臣，麻伊古系が桓井連であるから，尾輿系を物

部連となlA尋る。「天皇記Jの王統譜の段階で，偉鹿火 ・

木蓮子以降の本来の系譜は，今木連(麻侶系)が木蓮子系

とされるのは馬古一孝徳朝段階とみられるが，能鹿火 一

押山から穂積臣・物部連・複井連が分かれるかたちにな

っていたと考えられるのである。三氏の連結点を占める

佳鹿火は，この系譜の形成が穂積臣主導とみられること

からすれは穂積臣系とするのが良さそうである。

〔図 11)は能鹿火と石弓等との聞に押山を入れる必

要があり，従って木蓮子系は，大人と有利媛とが二世代

の開きになるので，再検討を要するが，石弓一金弓が

今木連とされたのは雄君の時期とみられる(53)。この改

作は，馬古一麻侶は今木連と，耳を通じては繋がるが，

直接関係しないことから，馬古の姉妹豊媛を妻とする雄

君の系統も今木連とは関わらないものとする目的もあっ

たとみられる。然らば，磐弓の兄弟として雄君が自身を

その孫とした尾輿が前段階と同様に偉鹿火の系統に位置

付けられていたことが疑われる。押山が荒山として能鹿

火・木蓮子の兄弟，尾輿の父とされたのではなかろうヵ、

この際，槙井連は，E聞の出自氏族であることから，尾

輿の系統に位置付けられたとみられるが，日系も同様と

されたとは，麻侶が大友に一二の舎人とその最期まで従

ったことから，考え難いと思う。

以上より「天孫本紀Jの物部連系譜の人名で穂積臣系

ないしそれを基にしたものとして，新たに脆咋宿禰 ・金

弓御崎縦弟)・五十琴(五十塁手宿綱 ・五十稼働 ・荒山 ・能鹿

火が加えられる。

6.2麻侶系の尾張連 ・物部連両系譜における位置

5.3で残されたものであるが，先ずは麻侶系の尾損車

系譜での位置，麻侶の祖目等が誰に繋がるとされていた

かについて。f天孫λ味白では尾張連の系譜は天照国照彦

天火明櫛玉候速日尊の十八世孫までであり，十六世孫坂

合 <If制 の縦桝己目子媛の父尾弼騨香に当たるとみられる 仰1)が

允，恭朝に供奉とあることからは，十七世孫、は安康・雄略・

イチノヘノオシハと，十八世孫は清軍事 ・仁賢 ・顕宗 ・継

体とそれぞれ同世代になり， 十五世徽日々 古が履中朝供

奉ということからす寸lli，十六世孫 ・十七世孫 ・十八世

孫はそれぞれ去脚各等，継体等，安閑 ・宣化ないし欽明の

世代になる。何れの世代にせよ，物部連が十七世孫まで

で，王統との対応にもす守もはあるものの，天武朝まで繋

がっているのとはかなりの相違である。尾慌車の系譜が

系出本キ安閑 ・宣化あたりで活訴色えることと， 目;が1制本朝

や欽明朝で大連とあることとは関係するのではなかろう

ヵ、麻侶系が物部連系譜に位置付けられたことにより，

尾張連系譜が継体キ安閑 ・宣化止まりになったので、はな

いかということである。目が物部連系とされた段階では

継体・仁賢等の世代である木蓮子の子であることからし

ても，尾漏車系譜で目の父とされていた者としては，十

七世孫・十八世孫が相応しい。「天孫本来むでは，十七世

孫は倍ラlCと兄日女帽子媛に代わり位置付けられたとみられる 削)

のみ，十八世孫は乙訓与止 ・栗傑)原 ・問古 ・枚(紛

失であるが，乙訓与止は正しく対協，栗働原も地路と

みられるもの，枚(粉夫は，他よりは人名らしさはある

が，品目毛1部車の祖とされるものであるから，佐米と問古

とが候補となる。

佐米は，鮫を人名としたことは考えられる 闘 が， rサ
ーメJと見て， rサJは狭さ或いは神聖さを表わす可顛買辞，

「メj は用字通りの「米Jや麻侶の祖固と同じ「目j と

するならば， r狭い細川米Jr狭い細川目Jや昨申聖

な米Jr神聖な目j というような意味の人名と解lA尋る。
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「狭い細川米Jは弱々しさを表わすようなもの， r.神

聖な米Jr.神聖な目Jは神名や伝説に関わって造作された

ものの知くであり，実際の人名としては問題がある。体

の形状に基づく人名は知られるのであり， f狭い 細川

目jというのが考えられる人名である。間古も， fマJが

fメJの交替形であることからすすlli，固と関わる人名

とみることも可能と思う。然らば，間古は麻侶の祖固と

関わる名であるに止まらず，継榊己目子媛(一般に「メノコJ

と郡|まれるが fマコJrマノコJもあり得る)と通ずるものと言え

るのであり，目子媛は尾損車系譜では間古として位置付

けられていると考えられなくもない。但し，問古は男と

されている如くであり，fヒメjの脱落としても， f，む長の

女に変更された事情が問われる。ともかく，佐米と問古

は人名自体からも目との関係が考えられるので、あり，日

子媛と目も共通する人名であることからは，目の坂合の

子という位置も想定し得る。

他方，物部連系譜では木蓮子の子の目に弟長田が見え

る。長目は，元より目の兄弟の名である可能性がある一

方，固と兄弟とされていたものの替わりに目を基に造作

されたこともあり得る。目を佐米の子とすれば，目と兄

弟とされていたものとしては，長田の他に間古と枚(紛

失とが挙げられるが，枚 (粉夫には前述の知き問題があ

る。間古の子とすすLば，尾粥車系譜はこの間古の世代ま

でなので，兄弟として長田が推測されるに過ぎない。ま

た，目が長いと狭い細川とで違いはあるものの，長田

と佐米とが目の形状で共通することからすれば，長田は

i~長の替わりに造作されたものであり，目は佐米と兄弟

で坂合の子とされていたことも考え得ることになる。

尾慌車系譜での目の位置として想定し得るのは，佐米

の子，間古の子，坂合の子，という三つであるが，ここ

で5.3で月批した固と大人 一 耳の関係を再検討する必

要がある。物部連系譜からは〔図 11)の知く復元され

るが，耳は顔に関わることで目と相通ずる人名であるこ

とから，本来両者は父子や兄弟という密接な関係で位置

付けられていたと考え得るのであり，目系僻18系)を今

木連とは直接関係しないものとするために系譜の変改が

なされたことが予想されるからである。

目と耳とが父子 一一 この逆は耳が目の一世代下であるので想

定し難いーーの場合は，大人は目と兄弟で耳は目の子から

自の兄大人の子へ変更された(a)こと，兄弟ならば，耳と

ともに大人の子で、あった目が大人の弟に変更された(b)

ことが考えられる。また，大人と耳が父子とされた背景

に両者にも関係があったことは考えられることから，耳

とともに目の子で、あった大人が目の兄で耳の父へ変更さ

れたことも想定し得なくないかもしれなし、。しかしこの

系譜の場合，耳を目の兄弟とされているものの子とすすL

ば良いのであり，殊更に大人を耳の兄弟から父で目の兄

に変更する必要性はなし、 a・bの何れかということにつ

いて，尾弼車系譜との関係からみてみよう。

目の世代州立置からすすUば，大人はaでは佐米・間古・

坂合何れかの子， bでは俗長・間古・坂合何れかと兄弟，

となるが，f大人jとし、う人名に注目したし、 f大人Jは，

「神代品む第九段本文の芙穂、日命の子大背飯三熊之大人

の注「大人此云子志」からはその訓みは「ウシj となる

が，f大Jの訓み自体は「ウJや fウシjではなく 「オホJ

「オjであり， fシJは人を表わす語の訓みに付くことか

ら，fオホシJと訓むことは可能と思う。また，0とuと

の音韻転換は一般的であり， fウシjは「オシJからの転

換と看倣される。「オホシJfオシj という訓みの名は

『記』が因子郎女の兄とする凡連と通ずるのであり，大

人は坂合(~:紀』の草香) の子で佐米 ・ 日子媛の兄弟とし、う

ことが考え得ることになる。然らば，目はaでは坂合の

子で継体前後の世代， bでは坂合の孫で安閑 ・宣化あた

りの世代になる。目は，木蓮子の子として1断本朝で，麻

侶の祖父として欽明朝で大連とされているので， a' bと

もに可能性があると言える。しかし，物部連系譜で大人

一耳は今木連であり，目系は直接今木連とは関係しな

いのであるから，目が尾蹴車系譜で大人と兄弟とされて

いたのであれば， 目系のみを物部連とすれば良いのであ

り，大人も物部連系譜に位置付ける必要はなし、。目は耳

とともに大人の子で，坂合の孫であり，物部連系譜に位

置付けられた当初は，木蓮子 一 大人 一 目・耳，とい

う系譜とみるのが良いと思う。然らはこの段階の系譜

及び尾輿系への変更について補説を要する。

(図 11)の世代関係を，前項での検討結果から押山

を色鹿火の子，磐弓等の父とし，大人と目を兄弟から父

子に変更すすしは大人と有利媛は二世代差に広がるが，

両者の関係を問わなければ大人が押山と同世代になり，

耳が目の兄弟になる以外は〔図 11)の世代関係と変わ

りはない。この系譜において， f天孫バ増己jで目の父衛隊守

と母宮古郎女倒駒兄弟貸古の女)とが異世代婚となってし、

ることを援用すれば，目は守屋や恵佐古等と同世代とな

り，馬古を目の子とする系譜で問題はなく，街瞬を目と

篤古との聞に位置付ける必要はなくなる。また， (図 1

1)では豊援は一世代下の雄君との不自然さのある撤回

関係であるが，これも同世代婚になる。但し，宮古郎女

が目・耳の生母とされていたとすることには疑問がある。

大人の妻，耳の母が有病院菱とされているからであり，有

利媛を石弓の女とする復元系譜が想定されることからす

れば，有芳IJ媛が大人の妻で押山の女とされていたとみる

ことができるが，目の女豊媛がま闘の妻で今木連の祖金

弓の生母とされていることについても考えておく必要が

ある。金弓生母ということからは，霊訪菱は磐弓の妻とさ

れていたことが考えられることにもなるからである。
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磐弓と世代が共通するのは，大人の異世代婚を考慮し

なければ，また馬古・麻侶の世代に問題が生ずるが，r天
評之本紀j と同様に目であり，その女を磐弓が妻としたと

いうことはあり得る系譜である。この場合，磐弓の女で

金弓の姉妹とされた有利媛は，大人の妻とすれば艶菱は

押山が位置付けられていた段階では磐弓の孫の世代，押

山が排除された系譜では曾孫になるので，大人の妻とは

なし得なし、有利媛は，今木連傭侶系及び今木速とされた悠

弓系)と関わる位置にあったことからすれば，押山や磐弓

の女とし、う位置がやはり相応しし、大人と有利媛とを異

世代婚とすすLば，押山が系譜に位置付けられていた段階

では，豊媛は自の姉妹で磐弓と異世仰昔というものが考

えられるが，押山が排除された系譜では目の姉妹は磐弓

の孫の世代になり問題である。豊媛は金弓生母ではなく ，

元よりを闘の妻という位置にあったと考えられる。

有平Ij媛は，大人が坂合の子で、尾強車系で、あった段階で、

は，坂合と同世孫の古利や阿古等の女とされ，大人が木

蓮子の子とされた段階で押山の女とされたことと，元よ

り押山の女とされていたこととの両様の可能性があり，

何れとも断じ難いが，後者の場合は大人系が物部連系と

なる事情が説明し易し、以上より，宮古郎女は賛古の女

のままにして，ヨ乙統 ・蘇我臣 ・中臣連と対照して世代を

まとめたのが〔表9)である。王統との世代関係はとも

かく，穂積臣を含む物部連系諸氏相互の間及ひ清織臣 ・

中臣連との世代関係には問題とすべきものは見られない。

密閉の段階で，前述のように，木蓮子系は変更はない

が，住鹿火一押山 一 磐弓(穂綴臣)・尾輿(物部巡)・麻

伊古(複弁連)という系譜が，押山が排除 ・改作されて愈

鹿火系←磐弓ー金弓)と荒山系←尾興一守屋等及びー麻

伊古一剥姑)とに分けられ，能鹿火 ・荒山 ・木蓮子が兄

弟とされたとみられる。従って，大人が磐弓 ・尾輿 ・麻

伊古と同世代であることは問題とは言えないが，大人と

その妻有刺媛とを異世イ切昔とすれは 固とま佐君とが同世

代，馬古が雄君の一世代下となり，問題が生じる。有手Ij

媛の磐弓の姉妹という位置は変わらなかったとみるべき

かもしれなし、しかし，それでは磐弓系が大人 ・今木連

と関係するものとは明示できないのであり，系譜上雄君

が馬古の一世代上にならざるを得ないが，有利媛は磐弓

の女とされたとみるのが良いと思う。

麻侶の段階でその系統が尾輿に結ばれ，大人が目の兄

で，大人一耳のみが今木連に関わるとされた。有利媛

がま闘の女とされたのは雄君系を今木連とするためとみ

られるが，そのためには大人を有利媛と同世代，せいぜ

い雄君と同世代としなければならない。大人と目が守屋

等の兄弟に位置付けられず，御幣の子とされたのはここ

に起因すると考えられる。

宮古郎女は，目の生母とされたのは大人と目とが兄弟

とされた麻侶段階としなければならないが，大人との関

係からは元より大人の母で木蓮子の妻，費古の女という

位置からは馬古の世代になる(表的ので，馬古の妻で麻

侶の生母，ということが考えられる。何れの場合でも，

新たに目の父とされた御狩と宮古郎女との異世代婚は元

の目の父大人と母有利媛とのそれに基づくとみられる。

宮古郎女が麻侶の生母から変改された事情としては，目

が木蓮子の孫から曾孫の世代に当たる尾輿孫に変更され

たことにより，馬古と宮古郎女とが後者を一世代上とす

る異世代婚になることを避けることや，目の生母の必要

性くちいしか挙げ得なし、しかし，何れも麻侶の生母と

して宮古郎女を残すことよりも重要なこととは考え難し、

麻侶に生母が記されず，曾祖父大人と祖父目とに記され

ている(事実出羽ゆという問題はあるが，大人の生母を想

定する方が良さそうである。宮古郎女は，尾鵡車系譜に

あったとすすしば，坂合の異母姉妹や坂合の父金の弟とあ

る岐閑キ咲日々 古一一般間は道奥岐問国造等制切手!と通じるので允

恭朝に功能医として供恋したとある知々 古の方が相応しいーー の女，

物部連系譜ならば木蓮子の異母姉妹や大前宿禰 ・小前宿

繭の女というようなものが候補になるが，不詳とせざる

を得ない。但し，有利媛同様，物部連系で、あった方が大

人系が物部連系となる事情が解し易い。尚，宮古郎女が

費古の女とされた事情としては， r天孫本紀Jが， 11制守以

外で， 尾輿の子としているのは守屋 ・今木金弓若子と賛

古 ・麻伊古 ・多和蜘)髪であり，守屋批館の父，今木

金弓若子は金弓からの造作，麻伊古は榎井連の祖で本来

住鹿火の子，多和蜘)髪は木蓮子の弟とされている多波

からの分立ともみられるのであるから，勢古しか宮古郎

女の父となu尋る者がいなかったことが考えられる。

6.3物部連系系譜の形成過程

〔図4) (図8 仰情調を除く))より，物部連嫡流は，

鏡速日命一宇摩志麻?台命一出雲猷愉一欝卸陸命

ー伊香色雄命一十耐財討一五寸琴一伊菖弗，とな

る。この系譜を，十市根命が武諸隅の女を妻とし除叫

にも垂仁朝で大連と見えることを基準に，多遅麻一印

葉等を尾強車系譜の建諸隅命の子孫に位置付けた系譜，

及。部脳科珂惜の王統とに，世代を対応させたのが〔表4)

(( )は関係する笑急 ()は母系による位聞である。

鏡速日命はアマテラスと同世代になっている。鏡速日

命は，~己] W帝国で神武と関わって現われることからす

れば神武の原型イハレヒコ ・ヒコホホデミと同世代が相

応しいが，神武と関わる前は， r天評λ埼己jの系譜が天照

国照彦天火明櫛玉鏡速日尊の位置として火明命のヒコホ

ノニニギの兄とする伝を採用しているように神武より上

の世代とされていたとしても，アマテラスの世代という

のはf髄であろう。鰻速日命が神武(悶と同世代で以
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後の世代が対応するとすれば， 三人が問題になる。

十市根命は，伊香色雄命の子ということからは，穂積

臣系と考え得なくもない。穂積臣としても， r垂仁紀Jに

当代の物部連の代刻句和主として現われてし、るのである

から，嫡系とされていたとすべきである。しかし，時叫

も穂積臣の祖と明記する大水口宿繭愉も元は伊香創輸

の子とされていたとみられる (3.3)のであるから，十市

根命は，元より伊香色雄命の子とされていたとしても，

物部連系とするのが良いと思う。〔表4)で穏撒臣系 f色

雄J三人名を除けば，鏡速日命は神武〈問)と同世代に

なる。神武(原型)より上の世代で、あったとすれば， r色
雄J三人名のー ・二のみが位置付けられていたというこ

とになるが，このようなことは如何であるうれ Z締普

との関係からすすしば，穂積臣系と物部連系とが一系化し

ていなかったとみるのが良いで、あろう。

十市根命と時姫とは異世仰普であるが，本来は同世代

婚で、あったとすすしば，鏡速日命が一世代繰り下がり期中

陳型)と同世代というのは問題であるので，宇底志麻治

命と十市根命との聞に誰かを位置付ける必要がある。該

当するのは，穂積臣系 ・尾張連系と登場が遅れる彦湯支

命 (3.2)を除けば，大矢口宿禰愉と大綜杵命とになる。

大矢口宿禰命の「矢口Jは大和国十市郡内，香具山北方

の地名とみられること，除去』和泉国神月l片夏井部条の f大

矢口根大臣命jは大矢口宿禰命が本来は「大矢口根命敏

いは矢口根命)Jという十市根命と同形式の「地名ーネJで

あったことを示すことは両人名の関係を示唆する{以下

f大矢口宿禰命Jをf大矢口綬命J等とも記判。 大矢口宿調愉は，

大水口宿禰命の弟とされているので，伊香色雄命の子と

同世代とすすしば，十市根命と兄弟ということも考え得る。

この場合も， 十市根命が嫡系，大矢口宿禰命が傍系であ

り，最終的に大矢口宿禰命が伊香色雄命の祖父で物部連

の祖として架上されたことになるが，傍系で、あったもの

が架上されて嫡流とされたという想定よりは，大矢口宿

禰命は十市根命の父として位置付けられていたとみる方

が良いと思う。大綜杵命も位置付けられていたとしても，

鏡速日命が神武餌却の父の世代で，問題はなし、前者

の場合，欽明~敏違段階の王統譜で欝色謎命と伊香色謎

命とが娯姪関係で，それぞれ孝昭后で期中 ・ヒコフツオ

シノマコト生母，ヒコフツオシノマコト妻 ・ヒコイマス

生母とされていたとみられる削ことから，継体段階でも

伊香色謎命と少なくとも同世代とすべき伊香卸佐命が崇

神保型)と世代を同じくするとすすLば，出雲卸佐命は神

武〈原掛の父の世代で懐速日命の一世代上になり，後者

では出雲色雄命は鏡速日命と同世代である。対宗杵命も

位置付けられていたとするのが良さそうである。対宗杵

命の位置としては，大矢口宿禰命と十市根命との関係や

伊香色雄命が大綜杵命の子とされる事情が容易に説明で

きることからしても，宇摩志麻治命と大矢口宿禰命との

聞が相応しし、

しかし，系譜の始まりが，物部連が鏡速日命，尾鵡車

が火明命であるのに対し，穂積臣が，実質的始祖ではあ

っても，r出雲j を冠する名であることは問題であろう。

系譜としては，出雲色雄命に父祖が位置付けられていて

然るべきである。その候補として挙げられるのは，穂積

臣が物部連と同族であることから，先ずは鏡速日命であ

り，然らば健速日命はオシホミミと同世代という位置が

あったとし、うことにもなる。然らは宇摩志麻治命は神

武僻却の父の世代になり，r神尚己Jの記述に従えば，

オシホミミの子ヒコホノニニギの天降後に一世代上の鱗

速日命が降ったことになる。後者自体は，元来天降神と

されていたのはオシホミミとみられる ωので，元の説話

が同世代の二神が天降した 一一 「天神科むではオ汁tミミが

天降るH寺に生まれえ天照国照彦天火H勝目玉隣却毒事を高皇産宣騨が降し

彰越日1命が長髄彦鮒OlJl次産勉が産する前に死去したとむ、う諮主の後に国

綴りやヒコホノニニギの天Iキを記すーー とし、うもので、あったと

すれば，世代上は問題には当らなし、。前者については，

『旧事寿司では神武に仕えたのが字底志麻治命であるこ

とからは，宇摩志麻治命が神武(閥)の父の世代という

のは問題とはし難い一一尚 『天野剥臼の系穏では宇蔵官麻治命

は神蹄猷ヒコホホデミと同世代になる一一。しかし，宇底志麻

治命カヰ申武に仕えたという記述はその子として後に位置

付けられた彦湯支命を「新天皇」の最初である綴靖に対

応させることによるとみられる (3.2)ことからすれば，

また，健速日命を元より神武 (原却と関わるものとする

ならば，鏡速日命は神武仮砲の父の世代にはなり得る

が，オシホミミと同世代というのは問題がある。確かに，

健速日命と神武〈鳳)との関係は自明とは言えなし、健

速日命が現われるのは神武の東征説話においてであるが，

系出本劇暗ではともにオシホミミの孫ではあるがウガヤフ

キアヘズの子イハレヒコとヒコホノニニギの子ヒコホホ

デミとが独立しており [6l，当段階で説話の原型が形成さ

れていたとすすUま，この神武の原型二人或いは何れか

一人が東征したというものが想定されるものの，これは

不自然であり，東佃五見話はイハレヒコとヒコホホデミと

が合体して神武が成立した欽明~敏違段階の王統譜[6]以

後の造作とみるべきと思われるからである。 しかし，オ

シホミミとともに鏡速日命も天降したとしなければなら

ないことに問題がある。出雲色雄命の父として，氏名「穂

積Jからすすしば，第2節で稲穂に関わることから憐墓日

命よりは火明命との繋がりが指摘できるとした脆杵磯丹

杵穂命が考え得るのではなかろうヵ、臆杵磯丹杵穂命が

オシホミミと，鏡速日命がヒコホノニニギ ・出雲色主佐命

とそれぞれ同世代というのが良いと思う。この場合，鏡

速日命と出雲色雄命とが兄弟ということもあり得る。



－ 6－

黒田達也 大阪府立大学高専研究紀要第50巻

ここで『古志』の系譜(第2節)で大己責命の後南に物

部連が繋がっていることに関して一部見直しが必要にな

る。その事情として樹商した尾慌車と山陰地或との関係、

大己責命と憐墓日命との聞の神唱に尾損車と関わるもの

があること自体には変更の要はない。大己貴命の子五十

研丹穂命が臆杵磯丹杵穂命から派生した神名で，胸杵磯

丹杵穂命も穂積臣と関わることからすれば，出雲系ー

尾慌車系一鏡速日命と繋がる系譜は，尾蹴車も勿論関

係、するが，より大きくは穂積臣との関係で捉えるべきこ

とであり、また，物部連と尾損車との闘系は，元は穂積

臣と尾誠車とのそれで、あったことにもなるということで

ある。『古志』で臆判磯丹杵穂命から派生した五十研丹穂

命が隣室日命の祖に位置付けられていることを勘案すれ

ば，脆料磯丹杵穂命の子として出雲色雄命と鱗墓日命と

が位置付けられる系譜の相主は考え得る。

脆杵磯丹材不恵命はオシホミミと同世代として，その後

に穂積臣系と物部連系とを分離し、前者は出雲色雄命

一欝色雄命一伊香卸佐命一大水口宿禰命一五十

琴，後者は鏡速日命一宇摩志麻1台命一大綜杵命一

大矢口根命一十市根命，更に物部連と繋がる石上に関

わる伊宮弗を十市根命の一世代下に位置付けたのが〔表

5)である。五十琴生母としては除いた臓咋宿繭の母時

姫も考えられなくはないが，十市根命と時姫とを同世代

婚とするのが前提であるから，伊苦弗は十市根命の子と

いうことからは時姫所生としなければならない。香児媛

は五十琴の妻しか考え得ず，建諸隅命と清媛とを異世代

婚としての( )は，この場合五十琴は香児媛の二世代

上になるので，省いた。十市根命と垂仁との一世代差は

問題とはなし得ず，五十琴は， r天孫本紀jで、大連で、あっ

たという神功の原型の一つオホタラシヒメと同世代，神

功の央仲哀が既にヤマトタケルの子として造作されてい

たとしてもその一世代上になり，世代の対応には問題が

生じていなし冶

欽明~敏違段階のヨ乙続譜及びこれと対応する尾慌車系

譜との関係ではどうヵ、〔表6)は， (表5) (心と，(表

4)に大綜杵命(r天孫本柏に従い苦手色産量命と兄弟とした)・大

矢口根命を加えた穂積臣・物部連同系譜合体のもの(8)一

一樹午磯丹杵穂命と脳塞日命とは合体，穂積臣主導なので卜市線命以下

を対日繍命の繍としたーーとを，伊香色雄命を無申と同

世代とし，武諸隅系を尾弼車系とした尾慌車系譜と王統

諮に対応させたものである。Aにおいては， 十市根命以

前は， ヒコホホデミが分立 ・架上され，ヒコホノニニギ

系とウガヤフキアヘズ系とが合体されるとともに，葬許申

幌迎)が孝昭と期申とに分立された[3)とみられるので，

対応するものは異なり，健速日命カヰ申武と同世代になる

一方，伊菖弗が履中の二世代上(オホタラシヒコを父系)や三

世代上(母系ヒパスヒメ)になっている。Bでは，出雲色雄

命以降では日号が十市根命と伊菖弗との間に入り，伊

菖弗は香児』郵庁生とされたことが考えられる。伊菖弗と

履中との世代関係が改善されるが，鏡速日命がヒコホホ

デミの世代で神武の二世代上になり，この段階で成立し

た神武との関係を設定し難いが，火明命とは同世代であ

る。建諸隅命系とは， A' Bともに時姫が十柑艮命の一世

代上， Bで香児媛が五→号の一世代上であるが，建諸隅

命と?青媛とを異世代とすすしば同世代になる。ヨ乙統譜との

関係では， A' Bともに問題を有するが，伊吉弗と履中等

との世代関係から，欽明~敏達段階のZ締役関わって

系譜が形成されたとすす11式穂積臣 ・物部連両系が合体

されたものの方の可能性が大きいと言い得るように思う。

建諸隅命妻 ・多遅麻生母とされる清媛の位置付けも問

題となる。尾蝿車との関係、が考えられるもので宋だ検討

していない出石心大臣命の位置とともにみてみよう。

出石心大臣命は，武諸隅以前で唯一の尾髄車関係人名

であることからすれば，尾慌車系譜で建諾隅命の父とい

う位置もあり得なくはな凡しかし，継体段階のZ慌普

との対応が想定される系譜では，火明命はヒコホホデミ

の兄弟とみられる お]ので，漏津世襲命の子と父の何れに

しても建諸隅命は垂仁の一世代下になり，問題がある。

甑津世襲の兄弟とすれば世代的問題は生じないが，出石

心大臣命の系統で建諸隅命だけが尾弼車系譜にも残され

た事情が問われる。出石心大臣命は，アマノヒホコと出

石で弊がること，建諸隅命の妻清媛はアマノヒホコの後

商清彦一一 清彦自体は本来アマノヒホコの系統ではなったとみられ

る (3.2)一ーの妻に相応しい名であることからすオU式本

来低罵系で清彦の妻清媛の父で、あったのが，建諸隅命に

関わるものに変更されたことが考えられる。

出石心大臣命が物部連嫡流とされたのは，尾萌車と関

わることからして，本来尾強車系であった麻侶の系統が

物部連嫡系となった麻侶段階とみられるが，そのために

は前倒暗で物部連系譜にそれなりの位置付けがなされて

いたことを想定しなければならない。その時期としては，

尾張連との関係のみからでは，麻侶系が物部連となり，

尾弼車系人名が物部連系譜に位置付けられたとみられる

孝徳朝自前灸の馬古段階が予怨されるが，それ以前は尾張

連と関わるとされていたことは考えられるとしても，本

来尾弼車そのもので、はなかったとみられること及U物部

連 ・穂積臣と尾誠車との関係からすれば，欽明~敏違段

階で物部連系譜に位置付けられていたこともあり得る。

然らば，出石心大臣命と清媛が前代と同様の父女の関係

で、あったとす寸Uま，出石心大臣命の位置としては，Y青媛

と建諸隅命との世代対応からは対露杵命 ・欝卸陸命の兄

弟で出雲色雄命の子が相応しいが，この系譜の場合，殊

更に出石心大臣命を出雲醜大臣命の弟とし，前者を嫡流，

後者を傍流とする必要はないα.7)ことに問題も生じる。
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出石心大臣命を出雲色雄命の兄弟悌)とすれば情媛は建

諸隅命の一世代上になるという不自然さはあるものの，

穂積臣 ・物部連と尾張連にそれぞれ関係する出雲卸佐命

と出石心大臣命が兄弟というのは，穂積臣系欝色雄命と

物部連系大綜杵命とを兄弟とすることと共通し，系譜と

してはむしろ相応しい (尚後迎。然らぱ， (表6)の尾張

連の( )，即ち多遅麻と香児媛を一世代下げたものは考

え難いことになる。

多遅麻の妻知愛の位置であるが，安媛と関わるミヤス

ヒメは，継体段階及び欽明~敏達段階のヨ乙締普と関係す

る尾髄車系譜では，建諸隅命の兄弟平止与命の女で多遅

麻と同世代である。少なくとも継体段階では，武諸隅同

様，尾慌車系譜にあり，多遅摩と同世代の葉踊種命の妹

で平止与命の女とすべきであり，欽明~敏達段階では，

尾慌車系譜にあったので、あれば同様の位置，物部連系譜

に位置付けられたとすれば伊香色雄命(表6A'B)や大綜

杵命の女 ωというのが相応しい。

「天皇制段階のZ儲普とはどうれ〔表7)は，物部

連系系譜は〔表6)Bに脚乍宿禰を十市根命と五寸替の

問に位置付け，当段階で崇神生母が伊香色謎命とされた

とみられることから伊香色雄命を開化と同世代，遅くと

もこの時期には物部連系に位置付けられたとみられる武

諸隅系は，武諸隅を葬許申と同世代として， 4.3での検討

結果を用いて清媛を武諸隅の一世代下として記し，尾張

連系譜を建諸隅命を武諸隅と同世代と してZ繍普と対応

させたものである。五十琴と香児媛とが後者を一世代上

とする異世代婚になることは，不自然さは否定できない

が，それ程の問題はない。

この系譜における武諸隅と妻清媛，多遅麻の妻劉菱，

及び出石心大臣命の位置について。武諸隅は，伊香色雄

命の子の世代が相応しし、ことからす寸U式「天孫本紀Jの

系譜では伊香色雄命と武建大尼命との何れかの子とし、う

ことになるが，復元系譜では、伊香色雄命とともに、出

雲色雄命の孫に「天孫諸手町が武諸隅の父とする大新河

命と相通ずる建新川命が位置付けられる (3.6)ことに注

目したい。また，武諸隅の弟大小木は佐夜部直 ・久奴直

の祖とあるが，建新)11命の兄弟とされていたとみられる

印岐美 (3.6)は志紀県主の他佐夜直 ・久努直 ・遠江国造

の祖であり，大小木 ・印岐美を介しても武諾隅と建新川

命との関係が窺われる。武諸隅は建新川|命の子とされて

いたと考えられる。

〔表7)の伊香色雄命系 ・武諸隅系の世代的位置は，

f天評Aサ沼Jの系譜と各段階の王統譜との対応をみるた

めに， r天孫本紀Jに従い武諸隅と清媛とを異世代婚とし

たものであるから，武諸隅と清媛とが同世代になるもの

もみておく必要がある。〔表8)は，清媛を武諸隅と同世

代，安媛も， r天孫津花己jで多遅麻を父系で見ればそのー

世代下であるが母系では同世代になるので，多遅麻と同

世代とし，十市根命以下を大水口宿禰命の系統として，

伊香色雄命系 ・武諸隅系 ・尾菰車系 ・ヨ乙統の世代を対応

させたものである。

大連等で、あったという天皇等との世代関係は，十市根

命と垂仁，臆咋宿禰と成務保行の弟)とが同世代の他は，

多遅麻 ・伊菖弗がそれぞれ景行 ・履中等の一世代上であ

り，五十琴は，仲哀惜仁孫・ヤマトタケパ子)との関係で、は

同世代，神功の原型オホタラシヒメが景行妃であること

からは一世代下になるが，問題というものではなし、。円中

哀紀j の如く神功と対応するのが臓咋宿禰とすすLは五

十琴が大連で、あったのは景行の子応神の段階になり，世

代の対応と一致する。香児媛と王十琴との世代関係は〔表

7)と変わらなし、〔表7)の場合では，多遅麻 ・伊菖弗

は大連とされる段階の景行 ・履中と同世代になる一方，

脚l乍宿禰が成務の一世代下，五十琴は仲哀の一世代下で

オホタラシヒメの二世代下になり，蹄咋宿摘がオホタラ

シヒメと対応するとすすしば，脚乍宿禰 ・五十琴は一世代

上に仕えたことになる。武諸隅と清媛とが同世代 ・異世

代の何れにしても，王統譜とは矛盾と言うべきものは生

じていなし、「天側主紀jの脚乍宿禰の女という清媛の位

置は，脚乍宿禰が物部連系譜に登場した孝徳閥渚以後の

ものであるが，w記』即日の王統譜と f天評之本紀Jの系

譜との対応はごく一部に止まるので， r天皇記」の主縮普

と関わって造作された系譜で、なされたものとみられる。

また，清媛が脚何割前の女とされたことは，武諸隅が脆

咋宿禰と同じ伊香色雄命の孫とされたことと関わるよう

でもある。しかし，清媛は，臓咋宿禰の姉妹でも問題は

生じないのであり，脚何言捕の子とされる前に既に武諸

隅の一世代下に位置付けられていたとみるべきであろう。

清媛が武諸隅の一世代下とされた時期については取り

敢えずは措いておくとして，この両者の関係からすれば，

清媛はカ同宿禰命女 ・十市根命刷未，知菱は謄咋宿禰

姉妹というのが相応しいようであるが，武諸隅が伊香色

雄命の孫とされた事情も勘案する必要がある。武諸隅の

この変更は父建新)11命が伊香色雄命の子とされたことと

関わると推u尋るが，その事情とともに，建新川命が元

の父大昨布命と兄弟になったこと，武諸隅が建新川命で

はなくブ窃庁河命の子とされたことも問題になる。

武諸隅のブ噺河命の子への変更については，一地方氏

族倭部己県主の祖に過ぎない建刺11命の子という系譜を

変改するためと考えられなくはなし、。 しかし，武諸隅の

父として殊更に建新川命と相似る大新河命を造作する必

要まで、あったで、あろうヵ、建新川|命とともに出雲色雄命

孫 ・大時布命子とされていたとみられる印岐美は「国造

本紀j遠淡海国造条では伊香色雄命の子であるから，建

新川命は印岐美とともに一旦十市根命の兄弟とされ，そ
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の後に十市根命の子とされたとみることも可能であるか

ら，印岐美の兄弟とされたものの誰かを倭志紀県主の祖

とすオUま良く，また建新川命と倭志紀県主との関係、が変

更できない程密接であったとしても，武諸隅を十市1畏命
の兄弟の子とすれば良いように思われるからである。

li1CJ昨日』系譜で本来夫妻とされていたものが兄妹など

として妻の系譜に位置付けられている例が知られる [3]

[ロ]のであり，武諸隅の妻清媛の父として大新河命が造

作されていたとみられるのではなかろうヵ、然らば，清

媛が出石心大臣命の女とされていたこと， r天孫本紀Jが

出石心大臣命の妻を新河/J輔姫としていることからして，

出石心大臣命一大新河命一清媛という系譜が想定

されるが，本系譜が想定できるのは欽明~敏違段階の王

統譜との関係においてのみである。建新川命の子として

武諸隅が位置付けられたのも，建新川命の子に武諸隅が

位置付けられていてこそ清媛の父として大新河命が造作

されるので，同時期とみなければならなし、これは前述

の穂積臣と尾弼車との関係によるものとみられる。この

系譜であれば世代の対応は，伊香色雄命ー建新川命，

大水口宿禰命一武諸隅，十市根命一多遅麻 ・時姫，五十

琴一香児媛 ・印葉等，となり，(表6)Bの十市根命と時

姫， 五十琴と香児媛との異世代婚は解消する。出石心大

臣命を出雲色雄命の兄弟とすすしば，大新河命一欝色雄命，

f青媛一建新川命で，清媛と武諸隅の異世代婚は残るが，

出雲色雄命の子の場合は他と同じ同世代婚になる。これ

まで，出石心大臣命は系譜の復元からは出雲色雄命の子

が相応しいが，この場合殊更に出石心大臣命を出雲色大

臣命の弟に変更しそれぞれを物部連嫡流と傍流にする必

要がない α.7)ことから，両者を兄弟としてきたが，再

考の余地がある。この場合出石心大臣命が出雲醜大臣命

の弟とされた事情を考える必要があるが，先ず伊香色雄

命以降を見ておく。

欽明~敏違段階と同じ系譜を「天皇記」のZ繍普と，

伊香色雄命を開化と同世代として，垂仁の世代を父系で

対応させると，大水口宿繭命一期申，十市根命一垂仁，

五十琴一景:行，伊宮弗-J;tt申，となり，伊吉弗は履中の

二世代上になる。垂イ二を母系で見れば， 十市根命ーミマ

ツヒメ，五十琴一垂仁，伊菖弗一景行，で，伊宮弗は履

中の三世代上である。前者では，脚何首禰を位置付けれ

ば，武諸隅と?青媛とを異世代婚とするまでもなし、。後者

の場合は，蜘乍宿禰を位置付けるだけでなく，異世{切香

も設定する必要がある。欽明~敏達段階のヨ乙繍普とは垂

仁を母系でみてよく対応することから，母系での垂仁の

位置からの対応で脚午宿禰州立置付けられ，清媛が武諸

隅の一世代下とされたと考えられる。情媛の父大新河命

は，武諸隅と同世代で，伊香色雄命の子の世代になるの

であり，ここに大新河命が伊香色雄命の子とされる前提

が見出される。出石心大臣命が出雲色雄命の子とされて

いたとしても，大新河命が出石心大臣命の子であれば，

f青媛は系譜上は武諸隅と同世代であり，武諸隅の一世代

下であることを明示できなし、明示方法としては，出石

心大臣命とブ噺河命との聞に誰かを位置付けることと，

大新河命一清媛を出石心大臣命から切り離し伊香色雄

命等別の系統に位置付けることとの両様が想定される。

前者の場合，出石心大臣命と大新河命のと間同立置付け

るに相応しいものは大綜杵命と大矢口宿禰命である。情

媛の父大新河命と大水口宿禰命とを武諸隅と同世代とし

て，世代を糊って対応させると，伊香色雄命 ・建新川命

一大矢口宿禰命，欝卸佐命 ・大日開命一大綜杵命，とな

り，出石心大臣命は出雲色雄命と同世代になる。後者な

らば，後に物部連嫡流とされる出石心大臣命が孤立し，

大綜杵命一大矢口宿禰命も後に繋がらないのであり，前

者を想定するのが良いと哩う。然らば，出石心大臣命は，

欽明~敏達朗暗では出雲卸愉の子とされ， r天皇記J段

階で出雲色雄命の弟とされたことが考え得ることになる。

これには出石心大臣命が出雲醜大臣命の子で穂積臣系の

系統という系譜を変改するという事情もあったで、あろう。

建駒11命が伊香色雄命の子とされたのはブ噺河命との

関係によるとみられる。建新)11命とともに大咋布命の子

とされていたとみられる印岐美は， r国造本車町遠淡海国

造条に伊香色雄命の子とあるだけでなく， r天孫本来むが

印岐美の後商とする久努直である「国造本紀Jの久努国

造は伊香色男命孫印揺傭)足尼が祖とされていることか

ら，伊香卸佐命一印岐美一印播傭)足尼という系

譜の相生を窺わせるのであり，伊香色雄命の子とされて

いたことは疑いがなし、印岐美は志紀県主との関係では，

倭志紀県主の祖建新)11命の兄弟，伊香色雄命の子が相応

しし、大時布命は，前述のように，両志紀県主と密接に

関わるが，元の世代関係に基づいて伊香色雄命と兄弟等

同世代とす判式両志赤己県主とは全く関係、を有さなくな

ることにより，建新川命 ・印岐美の兄弟とされたとみる

ことはできるのではなかろうヵ、印岐美の十市根命の子

という位置は，遠江 ・久努両国造の近隣蝉或の駿河国造

の祖片竪石が十市根命ぴJ子とされてし、ることに関わると

思う。片堅石が「国造本紀J珠流河国造条には大新河命

児片竪石命とあること及び武諸隅の弟大小木が印岐美と

共通して久奴直・佐夜部直の祖とされることからすオLば，

印岐美は片堅石とともに武諸隅の兄弟とされていたこと

も考えられる。「天孫ホ記jの尾弼車系譜では久努直(国

造)と同一氏とみられる久奴連が尾f紙日々古の後商とさ

れていることから尾張連と久努国造 ・遠江国造 ・駿河国

造との関係的轡定されるω]のであり，武諸隅が大新河命

の子とされた理由としては建新川|命が倭志紀県主の祖で

あること以外には想到しないが，印岐美と片堅石が尾張
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連系の武諸隅の兄弟というのは不審とし得ない系譜であ

る。この位置にあった印岐美と片堅石が十市根命の子と

されたのは，東海地域の尾張連系国造を物部連系とする

ためとみられる。

知震の位置は，前述のように，多遅麻との世代関係で

は臆咋宿禰の姉妹が相応しい如くでもあるが， 一人名玉

斗琴から分立された玉子相首禰と五十琴彦のうち後者の

女とされていることから，改めてみてみよう。部長が五

寸琴の女とされていたとすれば，多遅麻を基長に見ると，

多遅麻が同世代の五十琴の女を妻とし，その所生子女山

無媛や印葉等とは異母としても同じ世代とみるべき香児

媛が二世代上の五十琴の妻になる。また，五十替を基点

としても，王十琴が多遅麻の女香児媛を要り，その所生

子伊菖弗等と同世代とすべき安媛が二世代上の多遅麻の

妻になる。一方，五十琴宿繭と五十琴彦とが分立され安

媛を五十琴彦の女とする系譜では，五十琴宿禰 ・多遅麻

ともに妻は一世代下で問題はなし、五十琴宿繭 ・五十琴

彦の分立は，五十琴の妻として元より香児媛が位置付け

られていたとすれば，安媛が物部連系譜に位置付けられ

たことによること，安当菱が五十琴の子とされていたので

あれば，香児媛が伊菖弗生母とされたことによることが

考えられる。前者の場合，五十琴を分立し安媛を五斗琴

彦の女とするのではなく ，他に臓咋宿繭の子とされてい

る竺志や抑亘の女とする方法もあることからすすしは，後

者が想定されることになるが，脚乍宿禰ゆ河立置付けられ

る前の十市根命の子として五十琴しカ呼立置付けられてし、

なかったため，五十琴が分立されたこともあり得る。そ

こで問題は香児媛が本来五十琴妻 ・伊富弗生母で、なかっ

たと考えるべきか否かである。

確かに，五十琴宿禰妹・五十琴彦姉で景行皇妃 ・五十

功彦命生母とされる五十琴姫命は，五十琴彦と fヒメJ

と fヒコjの相違のみで，敬称が付されない五十琴とも

男女の対をなすと言えるものであり，五十琴の妻に相応

しし、五十功彦命は五十琴彦と訓みを閉じくする知くで

あり，五十功彦命が五十琴姫命所生とし、う系譜も五十琴

姫命が五十琴と密接に関係することを示す。「天皇記j段

階のヨ乙統譜では，伊香色雄命を期申の一世代上とし，垂

仁を母系で見れば，世代の対応は，大水口宿禰命一期中，

十市根命ーミマツヒメ， 脚制首禰ー垂仁，五十琴彦一景

行となり，五十琴彦の女という剣愛は景行の子と同世代

になる。ヲウスは，ヤマトタケノレと合体されたか否かは

ともかく，景行の子とみられるので，安媛と同世代であ

り，安媛の五十琴の女という位置付けはヲウスと関わる

ようでもある。安媛をヲウス(及びヲウスと合体したヤマトタ

ケノレ)の妻とする系譜が造作されていたこともあり得るよ

うである。然らば，安当愛が物部連系譜に位置付けられた

のはヤマトグケルと尾蝿車ミヤスヒメとの関係を物部連

とのそれに変更することを目的としたこと，安媛が多遅

麻の妻，香児媛が五十琴宿禰の妻とされたことにより，

Z統譜との関係を残すべく五十琴姫命が世代を共通にす

る景行の皇妃とされたことが想定されることにもなる。

しかし，ミヤスヒメがヤマトタケノレの妻とし、うのは，

東征説話の中でのみ語られているのであり，元来のもの

かどうかは疑問もある。むしろ，ともに尾弼車系である

ことからすすLば，安媛の多遅麻の妻とし、う系譜の方に本

来性を見出し得るのではなかろうれ 1制本段階のE儲普

と対応する尾強車系譜での建諸隅命系と嫡流の乎止与命

系とはこの関係で繋がっていたとみられる。建諸隅命の

みを尾蝿車系譜に残して，武諸隅系が物部連系譜に位置

付けられたのが欽明~敏違段階のZ繍普と関わる系譜の

段階とみられることカもすれば，知菱も同時期に物部連

系譜に位置付けられたと lA尋なくもなし、しかし，それ

では，武諸隅系は物部連系になっているので、あるから，

物部連 (穂積箆)と尾張連との関係は示せないのであり，

多遅麻の妻安媛の位置は前段階と同様と考える方が良い

ように思う。然らは日号姫命が景行皇妃とされたの

は，本来尾損車系で物部連系系譜に位置付けられた武諸

隅孫、山無媛所生とされていたとみられるヲウス併2)が，

ヤマ トタケノレとの合体と関わって吉備族系のハリマイナ

ヒノオホイラツメ(ハリマイナヒノイラツメ)所生となったこ

とにより，物部連と景行との関係を残したと考えられる

のではなかろうヵ、安媛がミヤスヒメとしてヤマ トタケ

ノレの妻とされた事情については不詳とせざるを得ないが，

或いは五十琴姫命と閉じ事情によりヲウスと尾萌車系と

の関係を残すためという可能性はある。

知愛の例からして， r天皇制以前でも，尾慌車と関わ

る香児媛が五十琴の妻とされるかたちで，尾粥車系と物

部連系とが関係する系譜になっていたことはあり得る。

五十琴姫命が五十琴の妻とされていたとしても，香児媛

もともに五十琴の妻で、あった可能性は否定で、きない。こ

の場合，五十琴姫命・香児媛それぞれの所生が問われる。

「天孫占本車己Jに記される五十琴宿摘の子伊菖弗 ・麦入

宿禰・石持と五十琴彦の子目古・牧古の中で最も重要な

ものは嫡流の伊宮弗であることは言うまでもないが，麦

入宿摘も，子大前宿摘が 『言叫 『帝国のキナシノカル説話

で、自邸に逃げ込んだ太子カノレをアナホの軍が取り囲むな

かで捕えたり自殺させたとあり，また『紀』にスミノエ

ノナカの乱で、太子イザホワケを救ったとされており，重

要な相生と言える。伊菖弗は「厳かなフツj という和理

臣一物部連と密接に繋がる石上に関わる造作名である

(5. 1)のに対し，麦入宿禰(~剣山城跡削除為法的ま八世孫牟

イ掛l児聞は， r入」を何処かより入ってきたことを示すも

の(イトリ)や人(リ)等の何れに解するにしても，名の

中心は「ムギJである。fムギJと言えl式美濃国武芸郡
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を想起する。本地域を中心的勢力固とした牟宜都君(悶』、

『制は身毛絵君、『剣左京皐月リ下は牟義公， r上郡白 系3普は牟義都

圏過は景行皇子オホウスの後商であるが， w記』では，

日子坐王ー神大根王例必八瓜入日子主，三里子園之本巣国造の

組，聞協，三里子園造之祖大根王，景行剣 一弟比売伽愉姿)

一押黒之弟日子主(牟閣 官官の他，というようにヒコイマ

ス系三野国之本巣国造(ヨ咽過と繋がり， w来日も，明

記はしていないものの，大碓皇子が美濃国造仲骨の女兄

遠子 ・弟遠子を要ったことが見えるので，同様と看倣し

得るが，ともかく牟宜都君は和瑠臣との閥系が考えられ

る(15)。牟節目君・武芸郡と通ずる麦入宿摘も同様とみら

れるのであり，伊菖弗と共通する。嘗てキナ、ンノカル説

話における大前宿禰についての記述は和理臣(春日臣)へ

の弾圧の改作であり，大前宿禰は和理臣系人名とした

(μ]拙著第九章)が，大前宿繭が功労者となっていること

からして，弾圧を受けた者を物部連系人名として説話を

改作したとみるよりは，改作に際して物部連系人名を用

いたとする方が良いように思う。「大前宿禰Jr小前宿禰J

は， rマヘツキミ」の「マへJからして，天皇の前に伺候

する有力者の擬人化とみられるが，宿踊が大水口宿繭

命 ・脆咋宿禰 ・五十琴宿禰と共通することからは，麦入

宿禰とともに，穂積臣系人名と考えられるのではなかろ

うヵ、然らば，この麦入宿嗣と物部連系とみられる伊菖

弗とが生母を異にした系譜が形成されていたことはあり

得る。香児媛は，美濃国可児郡と関わる人名付1)であ

ることから，麦入宿繭生母，従って五十琴姫命所生が伊

吉弗という系譜が想定される。しかし， r天皇記Jより前

のヨ乙繍普と関わる系譜との整合性を考える必要がある。

欽明~敏達段階では五十琴は伊菖弗の父とされていた

とみられるので， r天皇記J段階と同様の系譜は想定でき

る。問題は穂積臣系と物部連系とが一系化されず，五十

琴が大水口宿禰倫の子，伊菖弗は大矢口宿禰命の孫で十

市根命の子とされていたとみられる継体段階のZ備普と

の関係が想定される系譜である。麦入宿禰は， r天孫本

紀Jで伊菖弗の弟であることから，伊菖弗と同世代にな

る五十琴の子という位置が考えられる。伊吉弗は，十市

根命の子ということから，日朝眠庁生とされていたとみら

れる。五寸琴の妻として最も相応しい名は五十琴姫命で

あることからすれば，麦入宿禰はその所生ということに

なる。この場合，香児媛は，麦入宿禰の妻全育協菱が目子

媛と関わる目古の女とされ，尾強車との関係、が f天評之本

紀Jに遺されているので，麦入宿繭の妻で大前崎繭等生

母ということが考え得る。しかし，欽明~敏違段階の王

締普との関係、で稿轍臣 ・物部連両系譜が合体された段階

で，王十者向」臣命が麦入宿禰の生母から伊菖弗生母へ変更

された事情が問われるのであり，麦入宿繭は元より香児

媛所生というのが良いと思う。然らば五十琴姫命は男女

で対応する五+替の妻とされていなかったことになる。

「天孫本来白の系譜で・出雲醜大臣命の生母が出雲色多利

姫で 「イヅモシコJを共有するものとされているとみら

れること，また，五十琴姫命所生景行皇子が王十功彦命

とされていることからして，五十琴姫命は大水口宿禰命

の妻で五十琴生母ということが考えられる。穂積臣 ・物

部連両系の一系化で五→号が十市根命の子で時姫所生と

されたことにより，五十琴姫命は五十琴の姉妹，伊菖弗

は麦入宿禰とともに五十琴の子で香児9競庁生とされたと

みられる。

五十琴の妻を香児援とする系譜が元より存在したとい

うことである。然らば，安媛が物部連系譜に位置付けら

れる際に，王十琴と王十琴姫命のみが十市根命の子女と

されていたことにより，五十琴が五十琴宿禰と五十琴彦

とに分立され，香児媛が前者の妻，安媛が後者の女とさ

れたということが想定される。尚，五十琴姫命が景行皇

妃とされた事情として考えられるのは前記のところに変

わりはなし、

6.4伊菖弗から食鹿火 ・木蓮子に至る系譜

前項で系譜の形成過程を検討し得たのは伊菖弗の世代

以前である。残されている伊菖弗から偉鹿火 ・木蓮子に

至る系譜についてみておくことにしたし、。

穂積臣 ・物部連両系が分離してい丸継体段階のヨ乙慌普

と対応する系譜では，能鹿火は，穂積臣系と看倣される

ので， (表5)の五十琴の右欄に入る麦入宿禰の系統にな

る。木蓮子は，儀鹿火の兄弟という系譜の柄主が想定さ

れる (5.2)ことからすれば，住鹿火の兄弟の可能性はあ

るが，これでは尾輿が愈鹿火 ・木蓮子の世代に繰り上が

るので，物部連系とみるのが良いと思う。〔表10)は〔表

5)を玉寸琴 ・十市根命以後に限り麦入宿禰 ・布都久留

以降を加えて，麦入宿禰をa父系 ・b母系の両様，オホ

タラシヒコも d父系 .e母系の両様とし， c木蓮子は f天

孫涼諸白に従い布都久留の子として世代の対応を示した

ものである。王統がdの場合は，r天孫滞納 lこ小前宿禰

が顕宗朝で大連とあるものの，大前宿摘が履中 ・允恭 ・

安康に関わって『五叫に見えることからすれば， bは問

題がある。eではa'bは問題はないが，木蓮子が相応し

いのは宜化等の世代であることからは， cにも問題が生

じる。穂積臣系 ・王統譜とも父系で見て，三系統が対応

する。儀鹿火は，大前宿禰の子として，木蓮子 ・仁賢と

世代が通じる。しかし，尾興は，木蓮子の子とすれば安

閑 ・宣化と，孫ならば欽明とそれぞれ同世代になる。前

者の場合でも問題という程のものはないが， 一系化され

た系譜で尾興が儀鹿火の孫に位置付けられたことが想定

される (6.1)ことからしても，後者の方を採るべきであ

ろう。尾輿の父としては，r天孫涼記jの荒山は穂積押山
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を基にしたものとみられる (6.1)ので，木蓮子の子で食

鹿火の父とある麻佐良が想定される。

穂積臣 ・物部連両系が一系化された欽明~敏違段階で

はどうヵ、穂積臣の麦入宿禰系に木蓮子が偉鹿火の兄弟

として位置付けられ，伊菖弗一布剖l久留が孤立する系

譜となったことと， f天孫バ哨己Jと同様に布都久留の子孫

に能鹿火系カ河立置付けられたこととの両様が考えられる。

穂積臣による系譜の一系化は，王統譜と関わるものでは

あるが，物部連系譜を吸収する目的があったので、はなか

ろうか』このような系譜は石上に穂積臣が繋がることを

意味し，穂積臣による石上の鮒醜掌握を示すものと思

う。然らは石上に直結する伊菖弗 ・布都久留が孤立す

る如き系譜は考え難いのであり，大前宿禰とは断絶する

が，布都久留の子に能鹿火系が結ぼれる系譜が形成され

たとみるのが良いであろう。

胆杵磯丹材不恵命 ー 出雲色雄命 一 欝猷佐命 一 伊香

色雄命一大水口宿澗命一五十琴一麦入宿禰一大

前宿禰(・小前宿献という穂積臣の人名は造作であり，造

作と言えないものは色鹿火 ー 押山一磐弓(石弓)ー

金弓〔一咋)である。物部連系では，鏡速日命一宇摩

志麻治命一大綜杵命一大矢口根命一十市根命一

伊菖弗 ー 布都久留は造作であるが，木蓮子 一 麻佐良

一尾輿一守屋 ・麻伊古は造作とは言い切れな川何

れも信浩性のある系譜は雄略~仁賢前後からであり，大

人 一 目一 馬古 ー 麻侶の系譜と，大人が継体妃目子

媛の兄弟但jとみられるので，共通すると言えるが，大

人から，事実か否かはともかく ，父坂合を経て物部連系

譜にも位置付けられる祖父金 凶 までは少なくとも糊り

得る尾慌車系譜とはかなりの違いが制崩商される。この相

違は穂積臣 ・物部連と尾損車との盛期の相異によると考

えられる。尾拐藍は五世紀中葉前後からの大和政権の関

東~東北進出や出雲 ・吉備制圧に大きな儲IJを果たした

とみられる 捌 のに対し穂積臣 ・物部連の台頭は五世

紀末であることが系譜上の人名にも反映されているので

はなかろうか』穂積臣系人名は大前宿禰以前の胆杓有幾丹

杵穂命を除く七件前街繭を含めて八)人名は，五十琴のみ

が祭肥に関わる「琴Jを令ーするに過ぎず，関係する大和

周辺・近江・美濃の地名や有力者を示す如きものである。

これに対し，物部連は，木蓮子より前で祖神鏡速日命以

外では，呪術に関わる宇摩志麻治命(可美英手命:)，同族の

神月防車を想わせる麻の経糸を意味する大綜杵命(オホ僕

称)ーへ 縫糸〉 ーソ 〈鵬ーキ 〈男称~)に加え，経津主神と同

様に石上に関わる布都御魂と相通ずる 「フツJを名乗る

伊菖弗 ・布都久留 (fフツを手繰るJの意的， というように，

六人名中四人名が祭侃に関わることはそれだけ物部連が

祭把と密接に関係したとは言い得るが，嫡流系譜に位置

付ける人名がなかったことによるのではなかろうヵ、他

の二人名は十市郡に関わるに過ぎないことも含め，物部

連の勢力の程が察せられるのであり，五世紀末以降にお

ける穂積臣との勢力差が反映されていると言わなければ

ならなし冶

以上より継体段階・欽明~敏違段階・「天皇記jそれぞ

れの王統譜と対応して形成された系譜を，嫡流を中心に

図示するとともに，関係する尾張連系譜 [21)及ひZ繍普

を付記したのが〔図 12)----(図14)である。

7. むすびにかえて

稿を詑えるに当たり，大水口宿禰命と大矢口根命の伊

香色雄命の子から祖父とその兄弟への変更の事情につい

て考え得るところ述べむすびにかえることにしたし、

穂積臣系中心の系譜を物部連系のものに変改し，穂積

臣を物部連の枝族とすることに関わることは容易に察し

得るが，大水口宿禰命を伊香色雄命の子のままにしても，

大水口宿禰命段階で穂積臣が物部連から分氏したとする

ことは可能である。また，伊香色雄命が欝色雄命ではな

く大綜科ニ命の子とされたのであるから， ~記』時国と同

様に欝色雄命を穂積臣，大水口宿禰命をその子ととし

欝色雄命から穂積臣が分氏したとする方法もあると思う。

伊香色雄命を物部連とするには大綜杵命の子に変改する

だけで事は足りるが，欝卸佐命も物部連とするには欝色

雄命 ・大綜杵命の父として物部連の人名を位置付ける必

要がある。大矢口根命の架上はこのことに関わるとみら

れる。この際，出石心大臣命を位置付けるのも一方法で

あり，実際祖父とされているが，出雲色雄命も傍流とす

るために，その子に位置付けられていた出石心大臣命が

出雲色雄命の弟とされ，大矢口根命が架上されたのでは

なかろうヵ、大水口宿禰命も架上されたことについては

欝色雄命の父の世代で物部連系と穂積臣系とが分自付る

系譜にして，欝猷佐命及び伊香色雄命と穂積臣とが関係

を有さないようにする目的があったと思われる。このよ

うな系譜の変改は，出石心大臣命が尾慌車と関わること

からすすLぱ，麻侶段階ないしそれ以後としなければなら

なし、。

[、注J前稿で脳挫体段階で坂合の父を針名根，金はその

弟としたが，金が物部連系譜に位置付けられたことから

すすLば，金一坂合という系譜を想定する方が良いよう

に思う。〔図12)で坂合を針名根と金とに結んでいるの

はこの理由による。

* 先制1高の関係により参考文献は前々号を参照願いたい。
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〔表4)

飽産自 字舷志麻f台 出雲醜 欝色雄 伊香色雄 十市線 五十琴 伊笛弗

{布告制 @織) (孝元) 制化・祭神)僅{コ 併Iド功) 〈履中華字)

火明 減治世襲 建諸隅 多遅麻 .H敬臣 向喋等 ・香児緩

(祭神) 慣行) [多淫麻 香児媛宅事 伊都ち 〕

アマテラス オ汁tミミ フキアヘズ イノ、レヒコ 期中 垂仁 ヤマトタケノレ 履ワカ中タラシヒメ一 一"一…一一一則一…ー…ー…ー… 一 一ヤマトヒコ オホタラシヒコ オシロワケ 蜘各等

ワカタラシヒコ
-・・・・・・・・・・・・・・ー -----------_ .. .. ----------ー-----------------------------.. ----_.. ---------ー--------ー・・・・ー・---_.
ヒコホノニエギ ヒコホホデミ ヒコフツ ヒノ〈スヒメ 〔オホタラシヒコ オシロワケ 履中 柳 鱒〕

ミマツヒメ ヒコイマス オホタラシヒメ

〔表5)

酬明1露間福間 |禁忌 |詰 |耐 ト

.火明 |減治世襲 |建銘隅 |多遡称 ・H繍 |向聴者手 ・呑児緩

オシホミミ フキアへズ|イハレヒコ 期中

ヤマトヒコ

レ
一

約
一
ケ

タ

一
ワ

ト

一
ロ

マ
一
シ

ヤ
一
オ

一
コ

一
ヒ

-
シ

一
ラ

一
タ

-
二
-R

由
一
ホ

ワカタラシヒメ

属中 櫛告等

ワカタラシヒコ

ニニギ ヒコホホデミ |ヒコフツ |ヒパスヒメ

ミマツヒメ |ヒコイマス

オホタラシヒコ |オシロワケ

オホグラシヒメ

履中 川倣首等 〕

〔表6)

A 丹杵穂 出SE富島 官事色雄 伊香色雄 大水口 五十琴
-ー・-----・・・・・ー・----ー・・・・・---ー・------------------------------------------ー・・・------骨・・・・・ ー・・・・・・ー・--ー-------. 
悩A日 字民主zJ稼治 大総琳 大矢口被 十市根 イタ苔弗

B丹杓帯意 同志麻f台 出祭器息 宮Z色雄 伊香色雄 大水口 十市様 五十苦手 伊部品

(脳裏目) 対締午 大矢口被

火明 天訴審山 天忍人 議津世童書 建諸鱗 多遅麻 香3服
日数臣 印1長官祭

〔多選麻 香児~.í: ) 

ホホデミ ウガヤ 神武 孝昭 祭神 釜仁 ヤマトタケ/レ タラシナカツヒコ
-・・・・・・・.-・・・・・・・----・・・・・・・----------・・・・・・・---------・・・・・・・---------・・・・・・・----・・・・・・・ー
ヒコフツ ミマツヒメ 〔甜二 ヤマトタケノレ タラシナカツヒコ

ヒコイマス ヤマトタラシヒコ オオzタラ、ンヒコ オシロワケ 履中等

ワカタラシヒコ

ヒコタタス ヒノ屯スヒメ [オホタラシヒコ オシロワケ 履中〕

オホツツキ オホタラシヒメ

〔表7)

随墓日 宇略志麻1台 出銭自由 際色雄 伊香色雄 カk口 十市糠 彫炉ド 五十琴 伊苔弗

対掛午 大矢口

I青緩 安媛
ーー-ー---... ーー--ーー・ー・ ー・・-----..... ーー・・・_.. ーー..ー...ーー・---...._ ー・ー・・ー・..----ーーーー-ー.ーーーーーーー・.
出石，心 n:t諮問 瑚臣

多i屋麻 香児媛

印楽等

火明 天香諮山 (天村雲) 天忍人 天戸目 匙斗米 乱時郷比 建諸附

ホホデミ ウガヤ 神武 捻徳 孝昭 孝安 I捌ヒ 期中 黍仁 景行 a守中 仁徳 履中
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〔表8)
髄a日 宇概z，J;船台 出袋富島 百草創佐 伊香蝕佐 対 t口 十市糠 脚乍 五十苦手 伊芭.弗

大綜杵 大矢口

n:可愛 安媛
---------------------------ー---------------ー--------ーーー・ーーー・・ ー----------ー--------
出右，心 迫蜘11 武宮者側 糊臣

多遅麻 香知友

印築当事

火明 天主主必山 側、播) 天忍人 天戸目 建斗う|モ 建朝日比 建諸問

ホホデミ ウガヤ 神武 総徳 考昭 孝安 |刻化 祭神 垂仁 景行 府中 {ご徳 履中

〔表9) 〔表 10) 
継体 ZZ化 制月 敏速 彦人 好明 天智 a 五十苦手 |表入 大前

飽鹿火 t甲山 磐弓 金弓 咋 b 五十号 ぷ---r均.

有4語版 c 十市糠 |伊菖弗 布都久留 |木蓮子
ーーーーーー ーーーーーー

足輿 大市御狩 dオホタラシヒコ lオシロワケ 1)覆中等 同師寄等 |仁賢等

守屋 (雄君主) e Iオホタラシヒコ |ォシロワヶ|履特 |棚引仁隣

石上賛古 宮古都女
ーーーー ーーーーーー ーーーーーー
麻伊古 rg:佐古 荒猪

雄君

木立喜子 大人 目 馬古 麻侶

山~

僚側 高官目 馬子 蝦夷 入居草

〔中箆〕 黒田 常事量 可多自主語古 禰気 鎌子 不比等

* (図12) --... (図14)について :(図12)では五十琴と香児媛とは異世間骨なので伊宮弗以降の物部連系と麦入宿踊以降の穂積

臣系とは少しずらし， ヤマトヒコとヒパスヒメ も異世イ切震なのでずらして履中の世代以降を穂積臣系と合わせた。このような記し

方は〔図12)も同携し允恭を( )で記したのは，その成立が「天皇記J段階とみられるので，允恭に当たるもの(ヌカタヒコ

〔図12)やヌカタノオホナカツヒコ園13)の知き名)という意味である。〔図13)では尾猫車系翻こ前稿で当段階では未

だ尾張連系譜には位置付ーけられていないとした天l1雲命を( )で記しているが，物部連系系譜.:D統諮との関係では位置付けら

れている方がut代の対応性がある。〔図 14)では雄君や麻イEが関わる前の聴積臣による系譜形成のものを母系での也代で記した。

〔図12) 

胞杓磯丹杵秘一「出雲創世一一 欝卸佐一一一伊香色雄一一一刻く口一一 五 十 琴

」備担一一一字怠志麻1合一大綜杵一一一一一大矢口線一 十市糠 ト一一一変入一一一大前一 俊鹿火ー抑山

出隔心一一一一消媛 卜一一一一一-ト伊制，一布都久留一木蓮子ー麻佐良

|ト-十年麻一 物

火明一一一一波棒世襲一一寸一蹴者隅一一瑚医トー「山?照媛(オホタラシヒコ安，オホウス ・ヲウス間

」乎止与一T一安 媛 」印薬

Lt?τT土了吋 ;r
ミマツヒメ 」ヒUノパ奇切スヒメ H ト一「 安閑

|ト一一-----一一-一-~↓十ト-一一-一出ι-耐虻謝虻虻二ご.一…十.一.
ウガヤ一一イハレヒコ一「期中 H 卜一一オシロワケ-tT- 履中 一一一 オシノハ、T仁賢一 武鍛安~!

|トー「オホタラシヒコ |ト反正 L顕宗

ヤマ ト ヒ コ」ワカタラシヒコ | 哨:ハト一一-j;鵬一一清軍事

十一一一一一ー ホムツワケ一一オホイラッコ一一一」

サホヒメ

タギシミミ一一ヌナカハミミ
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〔図13) 

髄日一一--~~~1日::「F71L正;;ト
〔一向一側針--;R~^一一旦:____eL 岬 」

ー 糊[L[!巴ト 刊抑

止ナカミミ イマートタラシヒf5JE

[根 土留tfh手
」目下立

」 ーコ- ーゥー継 ト側
一シロワケEEFFラカ

〔図 14)

t 
卜出石心 卜 ブ噺河一一一 清媛

ト加 し 大矢口 ト 1・

」知特一一一一泡新川一一一 武 諸 隅一- ~櫛

[畑 一 鳩山一 問 --;R'2-.A一間一 間 一 四比十 糊

「タギシミミ一一一ヌナカハミミ 」倭得玉彦一一置在住与舎

一一ウガヤ一-tZ-純 一 鞍 -fZ王子寸

τ;二E「去三宮司::EE
て耕 一二印来

棟一 金一 胎 一 日間

よ 一一継ト糊


